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市営駐車場施設管理事業
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担当係

事業番号 273
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

4

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

鉄道駅周辺の都市機能を強化します

1

平成１２年度以前

都市基盤

8

～

都市政策課

政策推進係

4

駐車場法、道路法、道路整備特別措置法

3

平成３０年度以降

市街地整備

◆25年度実施内容

ラピオ地下駐車場、小牧駅西駐車場、浦田駐車場、小牧駅地下駐車場について、効率的な

駐車場運営を実施するため、ラピオを管理している小牧都市開発㈱に管理委託をした。ま

た、運営時間外については、警備委託を行った。

設備機器の修繕（小牧駅地下駐車場の汚水ポンプ、車路等の防水等）を行った。

駐車券の印刷を行った。（小牧駅西駐車場378,000枚、ラピオ地下駐車場728,000枚、小牧

駅地下駐車場112,000枚、浦田駐車場56,000枚）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市営駐車場４箇所の使用料収納、設備機器の保守管理・修繕等を行い、施設の利便性の

向上や路上駐車の未然防止を行う。
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（手段）
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有 30分100円、24時間最大1,000円（ただし、最初の30分無料）
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国・県支出金

23,060

Ｈ24決算額

102.3

財

源

0

0.70

0.00

139,377

99.0

00

79,092118,202

71,311

108.8
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◆25年度直接経費の内訳

　使用料等（321千円）、印刷製本費（5,707千円）、修繕料（1,664千円）

　管理委託料（122,805千円）、ラピオ設備修繕負担金（18,653千円）

◆26年度直接経費の内訳

　使用料等（239千円）、印刷製本費（4,400千円）、修繕料（1,775千円）

　管理委託料（128,334千円）、ラピオ設備修繕負担金（13,025千円）
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千円 109,373その他財源 79,092118,202116,317



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

施設のPRや利用サービスの向上などを行い、駐車場の利用促進を図る必要がある。
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成果指標名

年間駐車場利用台数

※H22から駅地下を算

入

活動指標名

収容（能力）台数
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事業番号

事業の

達成状況

小牧都市開発㈱に市営駐車場の管理を委託し、入出庫管理及び料金徴収等を実施

した。

また、設備機器の適正な維持管理に努め、必要な修繕を行った。

年間駐車場利用台数は、前年とほぼ同数を維持できた。
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路上駐車台数

（年4回、1時間調査の

平均）
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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２７年度以降

の改善案

A街区に新図書館が建設されることとなり、小牧駅西駐車場（収容台数130台）が滅失

するため、駅周辺での駐車場需給バランスを検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

中心市街地の活性化及び路上駐車の抑制を図り、継続して事業を実施する必要があ

るため。

判定理由

交通利便性が低下することにより、商業施設であるラピオの集客力が低下し、中心市

街地の衰退に発展する可能性がある。

さらには、中心市街地の路上駐車が増加する恐れがある。

維　持

駐車場の利便性向上及び利用促進を図り、中心市街地の活性化につなげるために、

平成26年7月1日から小牧駅西駐車場、ラピオ地下駐車場、浦田駐車場の無料時間

を60分に延長する。
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方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの
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一次評価のとおり。


